
令和６年度 中野区立桃園第二小学校 学校経営方針 校長 山田 研二

主体的・対話的に学び、

確かな学力を身に付けている子

自他の生命を尊重し、豊かな感性と優しい心

で相手とかかわり、互いのよさを認め合い高

め合う子

運動に親しみ、健康の保持増進と体

力向上に努め、困難に柔軟に適応し

乗り越え、回復しようとする子

考える子（知） 心豊かな子（徳） 元気な子（体）

中野区教育理念
「一人ひとりの可能性

を伸ばし、未来を切り

拓く力」

～目指す姿～

（進取の気概）

（多様性・思いやり）

（公共の精神・共生）

（家族愛・地域愛）

（人とのつながり）

目指す学校像

・夢や希望をもって、自ら考えチャレンジできる学校

・自分も相手も大事にする学校

・地域とともに歩み、地域を愛する学校

学校・地域の特色
・１０３周年を迎える歴史

と伝統のある学校

・学校を取り巻く各町会が

子どもたちを温かく見守る

・祭礼など地域行事が盛ん

で、子どもたちの参加も多

い

・子どもたちがすすんで挨

拶する場面が見られる

目指す教師像 ～子どものために自身も学び続ける教師～

・児童一人ひとりを大切にし、情熱と熱意のある教師

・危機管理意識を高くし安心・安全に努める教師

・教員同士学び合い、指導の工夫・改善・創造に取り組む教師

・家庭、地域と積極的にコミュニケーションを図る教師

・教育公務員としての自覚、人権感覚を高め、維持する教師

確かな学力を育む

１．基礎的基本的な学力の定着を図る

（１）「できた、わかった」と味わえる授業づくり

・学習スタンダード、ユニバーサルデザインの

視点での学び方、学習環境の工夫

（２）個に応じた指導

・ＡＩドリル「ミライシード」の活用（家庭学習）

・全学年算数少人数指導

（３）補充学習

・朝の学習・ミニ作文、算数道場、サマースクール

２．主体的・対話的で深い学びの実現を図る

（１）国語の「読むこと」を主とした授業研究

・個別最適な学びと協働的な学びの一体化

・自分の読みを深め、読書活動を広げる

（２）全学年での探求学習の取組

・生活科・総合的な学習を主に、自ら課題をもち、

探究、問題解決する学習の実践

（３）地域人材、施設を活用した学習（地域に関心

をもち、すすんで関わろうとする態度の育成）

生命尊重・豊かな人間性・社会性を育む

１．相手意識を高め、相手への思いやりを育む

（１）良好な人間関係を築くための取組

・「あいさつ・返事・後始末」礼儀正しい行動の実践

・児童の主体性、連帯感を生む児童会、異学年交流

（２）いじめ防止に向けた取組

・いじめの未然防止・早期発見・早期解決の徹底

・隔月の学校生活アンケート調査実施、年３回のい

じめに関する授業（ＳＮＳに関する指導も含む）

２．自己肯定感を高める道徳授業を推進する

（１）「生命尊重」「個性の伸長」を重点化

（２）振り返り活動を大事にし、内面を育てる

３．人とのかかわりや感動を大切にした体験活動

の充実を図る（年間５０回）

（１）いろいろな立場の人との交流（共生する心）

（２）文化・芸術に触れる体験（本物に触れる）

（３）アスリートとの交流（夢や希望をもつ）

心の安定と健康な体づくりを図る

１．子どもの心理的安定感を大切にする

（１）レジリエンスを育てる日々の子どもへの声かけ

・よさを見付け、褒める

・子どもに寄り添う「待つ・聴く・受け止める」

（２）不安や悩みを打ち明けられる相談体制の充実

・都や区のＳＣ、心の教室相談員等の相談窓口

・不登校、登校渋りの児童への対応

スクールソーシャルワーカー等関係機関との連携

２．運動に親しむ習慣・健康作りを推進する

（１）日々の体育の授業改善

・運動量確保及び課題解決的な学習

（２）体力向上プログラム（運動の日常化）

・年 3回の体力向上月間：体力テスト、ももにんぴ

っく、なわとび旬間（長なわ・短なわ）、持久走など

・週１回の朝の時間・プレイタイム

（３）食育、保健指導を生かした学級指導

今年度の重点取組

○学年・学級・専科経営の充実 ○組織的な危機管理体制（災害、怪我・事故、アレルギー対応等）

○特別支援教室（ＣＯＳＭＯＳ）の活用（今年度から拠点校）：巡回指導教員と学級担任が連携し、個別と集団での指導の工夫・改善

○エデュケーションアシスタント、支援員、スクールサポートスタッフなどの活用（子どもの学習支援・教員の業務支援）

○子どもが生き生き活動するための学校環境づくり（学校事務、掲示、美化整備、警備など）

○学校公開・情報公開 ○学校評価 ○教育活動への参画

○ＰＴＡや地域の各種イベント、祭礼との連携

～地域を愛する児童の健全育成のために

開校１０３周年「子どものために 子どもとともに 保護者・地域とともに歩む桃二小」

教育目標・目指す児童像

・土曜授業公開、学校行事等

・学校だより、学校ホームページ

・Sumamachi 情報配信メール

ＰＤＣＡに基づき、

・児童・保護者アンケート

・学校関係者評価

・教職員の自己評価 →改善策へ

・授業への協力（ゲストティーチャー）、算数道場での学習補助

・子どもたちの安全見守り ・校内美化、植物栽培 ・図書ボランティア

～子どもの学びと安心安全を支える地域力～

地域に開かれた教育活動の推進

重点取組を支える基盤


